
〃■SM、学校5三日二二さん（平成11年〃月℡日生、11歳）の心理闇査篇栗の概要

平成五重年、l・皐月・1．1日・

長野県家庭裁判所松本支部御中

I l的饗検査実施日・場所

ふりはた子どもの輝き相談所長

平成22年9月21日、12月4日、12月5日に安曇野市穂高牧252、ふりはた

子どもの輝き相談所で築施した。

Ⅱ　知能検査結果

1．12月5日にWISC一皿を実施した。

2．離IQ118、動作性IQl17、全．IQl18　　でめって「中の上」段

階である。言語鮭力全般が強く、罷業力が豊富であり、常識があり社会的理

解力が強い証総力、文章力は十分にある。

Ⅲ　性格検査結果

1．12月4日に富田G（東大式エゴグラム）、小学生SC粗く文章完成法テスト）、

描画テストを行った。描画テストは9月21日との2度実施した。

2．本来の性格

（1）本児は本来何事も中庸で適応タイプでパーソナリティが安定しており、触なく生

活していくことが性に合っている。行儀よく丁寧である。

（2）、外典は対する感情、・観轟能力がある。・自分の能力を表示し∴自分のできる・ことを見

せる。目前のはっきりした成功によって行動を決める。他人を助けたいという欲求

によって動機づけられる。先んじては物事を考えることができない。楽天主義的な

傾向がある。・

3．現状についての融戦

今の家では皆がやさしくしてくれること、虐待について本児の葺いた文章によるが栂

親の子育てが虐待があったり不適切であり、母親が嫌いで、母親がまともになったと

しでも一緒には住みた・く－か、こと、も亀と早く総裁と住まなかったことを後肢してい

る。慨親の所でなく父親の所で暮らせるように決着がつくことが一番大きなことで、

他のことは客観的論理的に考えられなくなっている。
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4．父親、母親に対する受け止め方

（1．1集線を、完成一・甜函性・独立の人と感じておiり・・群数し父親からの愛情を嬉しく思

っている。

（2）母親を、自己愛が強く、外界への敵意を持っていること、．母親が本児や父親のこと

を全く否定しているため、本児は母親の言うことを拒否しており、母親からの危険

喧対し、強い恐れと敵意を持ち、棉疑心を持ち、・反抗的であるサインがぬる。

5．9月12日と12月4日の問の変化

（l）9月21日

①主観的軸物でちょっとしたことを気に・し・感じ易く敏感で反応高易く尻込み

し、慎重で、外界への晒請的態度が強く自分から容易に抜け出せないo

②批判的で怒りっぽく、拒否、反抗、無視する。

③自己主張や意志の強さを示そうとしており、言葉で他人を攻撃しようとする衝

動が強いにもかかわらず、妨げられることを恐れて訊きこもりがちになぞてい

たり、自分が他の人（観親と思われる）から拒否されていると感じている。

④感情機能が十分発達しないで表面的な感じ方をし、自分本位で共感性に欠けて

いる。

くさ．）も、2月4月

①感情や衝動を理性や知的に統制できるようになってきている。

②人間関係に順応でき、自分の環琵内における人や物事を・統制したり変化させ

ようとする働きができるようになってきているo

③自分の弱さを補償して力強くあろうとしているaまれ外界の物事を操作する

ことに関心を持ってきている。

④精神面では、外界を観察する能力、快活、弾力、元気な、成功をあてにする、

⑤

l

陽気な感じが出てきている。

．勇敢に行動することへの抑制されね衝動が開放され、経験への衝臥自信、

完成欲、自己顕示、自己拡大、過活動・高揚した気分、攻撃性が出てきているo

これは父親の家で温かく、人格対人梅として自分を認めてもらえて・明るい雰囲

気の中で、心地良く暮らしている体験と、母親の不適切さを批判し、父親を尊敬

し今の愛情があり温か事象か

勢いの深層心理的変化を表わ

軌．、決意を1時間半かかって文章化した

。．9月21日から日月掴までの変化でよること。

再）こ・の期間に瀦する本児の精神面の発達は蒜しく、。身体馳こも第2次性徴のきざば

見えてきており、現在の父親の家での生活がかけがえのないものとなってきているo

（2）小学4年生の時からあり9月21日にもあった円形脱毛症が12月4日には消えて
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いる。父親の家で愛情掛軸こ人格対人格として受け入れられながら、登校や家の手伝い

を　して落ち着いた生活ができているこ、とはより過剰なストレスが消えていること、摘

袖面・身体面がのぴやかに成長してきていることが明らかであるこ

7．判決が本児の希望するものでなかった場合に考えられること

（l）精神的エネルギーの流れの方向が急激に変化し、自虐主張の強い意志を赤したり、

頑固．、分裂気質を示すサインがあり、悪化すれば統合失調症の初期段階に向かっていく

ことを暗示するサインが随所にある。パーソナリティの崩壊（統合失調症の初期）を食

い止めようとするサインもある。

（2）また韻社会規範から逸脱して窃盗をした虹さもなければ攻幾しようとする衝動

が妨げられることをおそれて引きこもるサインがある。



‾‾　＿さん心理調査結果

長野景趣談勘所松本支部御中

I　所見作成者連絡先

〒399－8305

長野県安曇野市穂高牧252

ふりはな子ど．もの描き相談所

降旗志陣

取確　0263（83）2745

mは　0263（83）4．161

虹．対象児

長野県

〃■漢方、学校5年

二二二（平成11缶〇月〃日生、11歳）

平成22缶12月1、1日

ふりはた子どもの輝き相談所長

前清泉女学院大学教授

臨床心理士　降旗

Ⅲ　知能検査結果

1．知能検査名：W聴¢一皿

2．検査実施日：平成と2年12月5日　剛は4：37－6：45（途中10分間休甜

3・∴検査場所：・ふ掴ま時どもの抱き相談所

4．検査者‥周相談所日誌、臨床心理士惟紙志郎

5．結果（別添1）

（1）概要

言語鮭IQ・118－

動作性IQ l17

全検査IQ lls

（2）群指数

高話理解力（吾寵能力）・群指数180

知覚統合力・（非言語能力）群指数1．24

注意記憶力（照覧的短期記憶力）　群指数115

処理速度・（視覚的短期記憶能力）　群指数　　94

6．WISc一皿からみた強い能力

（l）記号とその意味との結びつきを憶える能力である学習能力が強い。

（2）事実、思考内容、観念などを言語によって理解・表現する能力である音譜概念化であ

り、諦能力金鰻が強い。∴
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（3）譜棄力豊富に答えるカである長い言語反応が強い。

（4）全体状況を見渡して、律動の方針を立てる・能力である計画能力が強い．

（5‾）視覚で全体をとらえ、・把握するカが強い。

（6）常級であり、原因と影響を考えるカが強い。

（7）理解力が強い。

7、．WISc一皿から見た弱い能力

（1）平均的で「中」ではぬるが、本児としては知識を習得する力が弱い。

（2）平均的で「中」ではあるが、本児としてば長期記憶が弱い。

（3）平抱的で「中子で鴨ぬる．が、i本児としては知識を蓄えるカが弱い。、

（4）視覚で記憶する力が弱い。

（5）集中する力が弱い。

（6）固執性がある。

（7）平均的で「中」ではぬるが、本児：としでは言環醇への敏捷性が弱い。S偶では、・r私・

‾璽塑生壁もっとぼやく父さんと住まなかったことです」“と青いてる。

（8）興味を持つ力が弱い。

（9）課外読書が少なかった。

（10）．初期潰境が豊かでなか々た。

（11）知的好奇心が強くなく、努力 してこなかった。

（12）平均的で「中」ではあるが、本児としては学校での学習をしてこなかった。

Ⅲ　性格検査詩果

1書東大式エゴグラム（珊㈲　　一輪月4日実施

（1）咄G（東大式エゴグラム）とは

交流分析理論に基づいた心理テスト、1984年に出版されてから、医学、心理学、教育、

産業界など種々の分野で広く使われてきている。エゴとは心理学でいう「自我」のことであ

るが、その「自我」の状態を一日でわかるようはグ書訓化したもの。・

（2）本児のエゴグラム結果（別添幼

何事も中庸で適応タイプこ温厚。無理なく生活していることが性にあっている。

（3）備考（別添3）

質問項日馬Q項日中銘番嵐の項目は、「わたしはこまっている人の拝謝こなぐさめてやる。」∴

であるが、本児はこの質問項目を「わたしは、こまっているひとのためになぐさめて珪亜出

血」、と蕃き改めて「ときどき」と回答している。これは本児が他者の存在（人権）を尊重

し、自分が献身することができる、そういう自分であることを覚知していることを示すもの

・である．．と言える。

2．小学生用ScT（文章完成法テスト）12月4日実施

（1）SCpとは
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投影法のlつでいろいろ書きかけの文が並んでおり、それを見て頭に浮かんできたことを

絞めて書いていくものである。無意蛾こ制圧しているも・のや萬藤・欲求などを知る手掛かりを

得ることができる。

（2）本児のS〔柵（別添4）

①　本児は父親が自分を大切にしてくれ、今の家庭では轡がやさしくしてくれること、虐待に

ついては本児が書いた文章はよるが、「母親の子育てが虐待があったり不適切であり、母親が操

で、母親がまともになったとしてもー細こは住みたくないこと．、もっと早く父親と住まなかっ

たことを後悔していることを書いている。

②　他に41項目あるが、時間が十分にあったにもかかわらず、書いていない。これは、本児

が標親の所ではなく‘父親の所で馨らせるように決着がつくことが一番大きな課題であるこ

とを示すものであり、・他のことは考えられないほど、それが強いことを示している。そして

また、客勘的・論理的に考えられなくでいる。

③mn①の左下の空白部に手の平め大きな人勃像の落響きがある。これは今の自分なら人と

の対人関係を操作していくことができる、という自分のカを示している・自己像と思われる。

④　同じ人物像で足ゐ指を描いているが、これは現在の不安定な状態が、父親の下で暮らすと

いう決着が早くつかないと、社会規範から逸脱して窃盗をしたり、悪化すれば統合失調症に

すア㌫
なるおそれがあることを示

3．　描画テスト（HⅢ〕テスト）　　9月2－1月と12月4．日の2度実施

（1）HでPテストとは

教育や心理臨床の場において、なんらかの目的をもって被験者に鉛筆やクレヨンなどを与え、

紙上l言何かを義輝させる・出田テストが描画テストであるかパーソナ卿デイを診断し車り、、心理療

法の補助手段として用いられる。家庭（基ou50）・樹木（勘ee）・人物（駐馳0㌔の描画が豊かな

象徴性をもっており、被験者のパーソナリティの様々な局面を、無意識のうちに表すとされてい

る。

（2）9月は時点2月4．日と．馨度蝶坪を行っ車埋申

父親から9月21日に、本児が円形脱毛症が小学3年、小学4年の時に大きかったと写真を見

せられ、今も大きいと説明を受けた。そして、12月4日に父親から円形脱毛症が完治した、と

説明を受けた。円形厳毛症は・前庭のlつであり、ストレスが影響しているところから、この2

カ月13日間はどの様なパーソナデイの変化があったのかや観るためは、2度日？HgPテスト

を実施したこ

以下、H．T．P〟　の各々について解釈しながら、前後の変化を分析してゆく。

（3）家屋面（m

①　家屋画とは

被験者が成長してきた家庭状況を表わし、自分の家庭状況や家族関係をどの様に認知し、

それに対しどのような感情をもち、どのような態度を有しているかを示す。

②両日の家屋両脚i添5，6）
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ア．1回日では筆圧が強く、著しく濃い線により、また家全面斜縁で模様付けする、また白い

壁と字でしろしている・にもかかわらず斜線で模様付けするなど外界・との境界を強調＋ており、

パーソナリティ‾の崩壊（統合失調症の初期）を食い止めようと試みている．つ

2回目では透明の壁を響き、自己の内界と外界との境界があいまいになってはいるが、家の

中に電気が6億ついてテーブルを2つの椅子で向かい合い、対人的に人権を大事にし合った明

るい家庭であることを、できるだけ細かく描こうとしている傾向が見えろ。

ィ．家を大きく描き、家庭を温かい存在と感じている。自分自身を他人と協調していく

性格であると眺めている。1回目より2回目の方がその傾向が強い。

ウ．1回目、2回目とも壁を一面だけしか描かず、他人に対し（特に母親に対し）猶疑心を持

ネ
ゴ
反抗的である。

1回日は壁を強調し、自分の平衡やパーソナリティの統制を維持しようと意機的に努力し

ている。これに負荷がかかり失敗すると精神病の初期へと移行する恐れがある。

オ．1回目の鍵のついた窓は、外界（母親と思われる）からの危険に対し、強い恐れと敵意を

持つことを奉わしている。．2回日にはそれが消えている。

カ．1回日∴2回日．とも∴と‘びらが家の側面にあり、逃避傾向があり、慎重さ、表面的

な受動性を示している。

キ．2回日では壁を通して龍磨

全であり、樟親の家よりも父

いる。これは現実吟味力が不完

の家の方が温かく明るくて良い、．という．自・分の形成：

した概念を論理的・客観的に表現する能力を欠き、その良さ1導きを十分にことば

で説明できないことを示している。

ク．2回目では、木と太陽を描いているが、これは父親を象徴している。本児が不安感をもつ

がそれを解消しヾ白、分の安全性を維持しており、それが父親がそばにいてくれろこ

とによって出来ていることを表わしている。

ケ．1回目ではライトが外壁と家の玄関に向かう入り口についている。これは、本児が「この

家は幸せになれる家である」と思えている段階だと言える。2回目では家の中

に．〇億のライトがついており．、その家で幸せを十分受けている状態心、ろ†・

二．1回目では、テーブルに椅子I脚であり、食事に代表される家の中での歓びは自分が1人

で感じるものであったが、2回目ではテーブルに椅子が2脚であって、この家で家族と自分が

一人の人間として人格対人格として大切にされ、尊重されていると感じていることを示してい

る。

サ．1回目、2回目とも基線を薄く描き、不安が強くなり、依存的になっていなく、自主性に

欠けていない様になろうとしているが、一都基線がなく、そうなりきれていない。特に2回目

では、家へ入るアプローチに基線がない。用紙の端からはみ出している。これ私家へは、ポ

ストがあって轡．分の所在惟両．も明らかになったが、まだこの家へ入れるかどうか決定的に

なっていないことに対する不安が強く、この点については依存的にならざるをえなく、自主的

に慣れていないことを示している。

（4）樹木固くR）



①樹木画とは

自甑を渡し「外を見ないで心の中に一本の実のなる樹を思い浮かべてそれを描いてください。

実はなっていてもなっていなくても詰膳です」と教示して描いてもらう。

樹木はその非人間的な形のために、被験者が樹木を描く時は、人物を描く場合よりも筏験

者の防衛が少なく、自己像をより直接的に表すと考えられる。樹木を描くにあたって被験者

は、これまでに見た多くの木のう、ちで自分が最も共感して同一化したものを選び、それを

自分自身の内的感情によって変容させていく。したがって、樹木画は被験者の基本的な自己

像を表わし、被験者が自分自身の姿としてほとんど無意識に感じているものを示している。

それはまた、被験者が自分の心の平衡状捌こついてどう感じているかを示し、被験者の精

神・性的成熟度（パーソナリティの発達）の程度を表わしている。

②両日の樹木画（別添7，8）

ア．1回目は2回目に比べて下方に描かれているが、1回日の時はまだ未来への展望を持た

ず想像力が乏しく、実際的で現実的なことを重視し、安定を求め、不適切感から受動的にな

りやすい状態にあったと言える。

ィ．2回日の木のサイズは1回日よりも大きく、著しく大きい。これは、自己顕示、自己拡

長・過活動、高揚した気分・攻撃性夢奉しているoこれは母親の不適切さを批判し、父親を

轍し、今の家庭は愛情があっ車かく、この誓、ら脚たくない輔を1時間半掛って
文章化した勢いの深層心理面であると言えるも

ウ．2回日の木は用紙の左、右、下の三方で切断されているが、あらゆる方面からの影響を

受けやすく、被影響性が強かったり、高掬した気分であったり、空想が実現されると思い自

分の空想の中に生活しがちであることを示している。

エ．木のラインは情緒を表わすが、l回目．2回目とも丸みのある曲線の．ラインで描いている。

これは本児が生来健康で適応していける人であることを示しているが、ともすると依存性や

時には慣習を無視する傾向があることを示している。

オ．2回目は2枚ではあるが菜が描けている。外界を観察する能力、快活、波力、元気な、成

功をあてにする、暢気な感じが出て来ている。1回自尊見られなかった。

カ．1回目2回目とも実が描かれ、外界に対する感情、観察能力、日常生活におけるよりもテ

ストの時の方がよい成績を示すことが多いが自分の能力を表示する、自分のできることを人に

見せる、目前のはっきりした成功によって行動を決める、他人を助けたいという欲求で動機づ

けられる、、先んじては物事を考えることができない、楽天主義な傾向があるも1回目より2回

目ゐ方が実を多く描き上述の傾向が強い。しかも2回日の右側は実が熟しており、上述の傾向

が強い。なお、この右上の位瞳は空間図式でいえば完成・計画性・独立を表わし、本児にとっ

て父親の位置でもある。

キ、1回日2．回目、とも樹冠が小さくて幹が長い木であるが幼少期の子どもには普通に見られ、

子どもが理性よりも情緒による生活を送り、性衝動が表に出ていないことを示している。

ク．1回目の幹の幅は狭い虚偽機能が十分発達しないで表面的な感じ方をし、自分本位で共

感性に欠けていることを表わしている。2回日になると幹の幅が広い木になっており、自己を

主張しようとし、自・己本位な感傷陸によって、埋陸よりも感情に支配され易い。
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ケ．2度日よりl度目の方が樹皮の緑が多い。これはl度目の時の方が、自分と環境との関係

に不調和感を抱き、外界への防衛的飴度が強いこと．？表れである。感子じやすく敏感で反応しや

すく、批判的で怒りっぽくいことを示している。

つ．幹に目があり、勇敢に行動することへの抑制ざれた衝動、気後れしないことへの抑制され

た衝動、自立的であることへの抑制された衝動がある。1回個は8佃だが、2回目は1個と少

なくなっているもこれは厭噂を批判し、父親を龍敬し、父穀と一緒に暮らすことを奮いで宣言

したことによって抑制されていた上記の衝動が開放された結果であると考えられる。

サ．1回目2回目とも樹霜が横に広がっているが、外界からの過度の圧力に服従していた方が

安全でいられる、と感じている。

シ．1回目では下から出ている小枝は樹冠がまとわりついているが、これは意図を隠すサイン

であり、自分の考えをそのまま表出することを避け、状漱こ応じて胤b深く現実と接触してい

こうとしている。2回目にはそれが消えている。

ス．1回目は先の太くなった枝を描いているが、敵意、抑制の欠如、被影響性を表わしている。

2回目ではそれが消えている。

七．2回高こは、．左佃の小枝が角のある枝になっている。これ（輔神的エネルギーの流れの方

向が急激に変化することを示し、自己主張や強い意志を示したり、頑固、分裂気質を表わして

いる。1回目にはない。これは今回の父親の下で暮らすか母親の所でかの大きな課題について

対応が本児ゐ願っている．ものでなかった場合、“未婚は統合失調症の初期段階に向かっていく＿こ

とを暗示するものと考えられる。

ゾl回目2回日とも基部が広い。これは本児が遅いけれども着実であることを示すこ

タ．アーケード型の冠龍がl回目2回目とも描かれている。行儀が良く、いんぎんで丁寧であ

ることを意味している。

チ．1回目は樹木の左側が強調されている。これは主観的で内向性、拒否、反対、尻込み、慎

重、ちょっとしたことを気にする、自分から容易に抜け出せないことを表わしている。2回目

では、右偶が強鵡されている。これは、経験への衝動、自信、完成欲、自己を顕示する、自己

拡大を表わしている言様親との同居を否定し、尊敬し愛情深く温かい父親との家匿を選ぶ文革

を書いた自信や父親の家で心地良く暮らしている体験が1面目と2回白に違いとなって表れ

ていると思われる。

ツ．木全体が1回目は左に傾斜している。これは防衛的態度、嫌悪、注意深く抑制された適応、

マスク，（仮面）、反抗∴無視を意味している。2回目はまっすぐになっている。

（5）人物画（p）

①　人的面とは

家庭面と樹木画も、それぞれが被験者の自軍像を表わしている枇・人物画は、、刷として自

己の現実像か理想像を表わし、自・分にとって意味ある人や：人前一般をどのように穂先してい

るかを表わすと考えられている。

③　両日の人物画（別添9．10，11．12）

．1回嵐2同日とだけ書き、博に断りのな轟、場合、．男性像と女性像に違いが見られず男性
6



像と女性像の両方が一致しているごとを書いている。

ア・1回目・は男女とも人物画が小さい。．これは本児が自分を小さく無意味な人間でめると考

えていたり、依存的な人間であると考えている。2回日は男女とも大きぐ描いている。

ィ．1回日2回日とも人物画の頭を大きく描いたり、強調しているが、これは児童が掃きや

すいので特別の解釈はしない。

ウー1回月では・横に一本の単線を引いて口を描いていろが、、自己主華中意志の乾きを示そ

うとしており、官業ばで他人を攻撃しようとする衝動が強いにもかかわらず：妨げられるこ

とを恐れて引きこもりがちなっていたり、自分が他の人から拒否されていると感じているこ

とを示している。2回目はそれが消えている。

キ1回目は頭髪に濃い陰影をつゆたり、塗りつぶしているが、自分が考えていることや空

想していることに対し不安を抱いているごとを表わしている。2回目ではそうではなくなっ

ている。

オ．2回目の男性像では耳と日を強調して描いているが、過感性が強く、人と自分を強く関係

づけて考える傾向が強い分裂性性格の・人であをことを香しでしろ。2回日の女性像では．ひと

みのない輪郭だけの目を描いているが＼・自己愛が強く外界への敵意を持っていたりして、外

界との接触を求めず、自分の空想世界に入り込んで自発性を失っていることが多い。この女性

像は母親でもあり、本児の母親に対する感情や態度であると思われる。また、2回日の女性像

では耳がないe耳は受動的器官であ・り、・本埠が母親の言うことを拒否していることの表れであー

ったり、母親が本児や父親の言うことを拒絶する姿勢であることを表わしていると思われる。

カ．I回目は男性像、女性像とも鼻が描けていない。2回日は男性像、女性像とも鼻を描いて

いる。鼻は男根の象徴である。父親の家で愛情を豊かに受けながら生活につれ：“精神面身体面

がのびやかに成長し、第2次性徴が見られるよう．1こなってきている・ことを帝している。

キ．首は頭と胴を連結する部分であって頭という知的な傾城や統制力の傾城と、胴という感情

的な領域や衝動の領球を結ぶ器官である。l回目は衝動を適切に統制することができないため、

首を省略している。これは児童では普通である。2回日は首を描いており、感情や衝動を理性

で知的に統制出来．るようになってきている。ただ＼頭と鱒を全く切り離すよう，に細くて長い首

になっているが、成人でこのような首を描く人は、分裂性性格者や統合失調症者の人物画によ

く生じる。

ク．腕と手は自我の発達と人間関係での順応性の発達に関係しており、自己を防衛したり、他

人に働き掛けて強調したり、攻撃したりする．ことを象徴すると考えられている．・腕は特に、被

験者が自分の振境軸こおける人や物事を、統制したり変化させようとする働きを表わしている。

1回目より2回目の腕の方が人物の腕が胴から適度に離れ、柔らかみのあるものとなっている。

これは2回日の方が人間関係に順応していることを表わしている。

ケ・手も腕も同じく外界の物事を取り軸、、人間関係に適応する車めの器官であ寧児童は人

物の手を大きく描く傾向がある。本児も1回目より2回目は、何階も大きい手を描いている。

しかも男性像では極端に大きい手を描き、消しゴムで消して小さくしているがそれでも大きい。

女性像も手が大きい。これは自分の弱さを補償して力強くあろうとすることを示し、また外界

“の物事を操作することへの一関・i崎表わしているeこれは緑親の愛情の無さと決別ト＿尊致し愛
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情深い父親およびその家族と暮らしたい文章を1時間半かかって書き、それが裁判に影響する

かも．しれないことを知っている現柾の状況の体験によるものと思われる。

コ・指は環境に置接接触し、それを操作する器官である。l回目より2回目が大きく、2回目

はグローブのような手と指を描いているが、攻撃衝動を抑制しようとする意識的な努力を表わ

し、攻撃性をひそかに表わしがちである。1回日2回日とも指を1本ずつ注意深く分けて丁寧

に脚、ているが、攻培衝動を抑圧し・・それを外部に表すことを恐れ＝感情を伴った接触を避け
て引きこもろうとすることを表わしている。

サ・1回日も2回目も胴を普通に描き、相応の基本的欲求と衝動を持っていることを示してい

シ・l面目も相島も脚埋輔き、パーソナリティの安定性が見られることを示しているo
これはエゴグラムで中庸で適応タイプとなったことと共通していると患われる。

ス・衣服は自意識の強さ、社会的承認への欲求、自己保全の欲求を表わす。l回目も2回日も

描いているが：2回日の方がより精酎こ描き、上記の傾向がより見られることを示している。

す靴は女性ら・しきlこ関連し、女性性器を象徴すると考えられている。∴1回即描かず2回烏

に描き∴特に2回目の男性像では、靴を描くにあた、り、靴の形や靴ひもなど細かいところまで

描いており、女性への関心を表わしている。本児が父親の家で落ち着いた人間的温かさを享受

しながら第2次性徴が飴まっていることを示すものであるといえる。
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